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福沢諭吉 フクザワ,ユキチ 1835～1901 
 

明治期を代表する思想家・教育者の一人。慶應義塾の創始者。 

天保６(1835)年、中津藩士の次男として大阪の中津藩蔵屋敷で生まれる。１歳で父を亡くしたため、

母子ともに中津(現在の大分県)に帰郷し、そこで幼少時代を過した。蘭学を志した彼は、安政元(1854)

年、長崎に遊学する。翌年は大坂の緒方洪庵の適塾で学び、安政５(1858)年には中津藩の蘭学教師とし

て江戸に上って、蘭学塾を開いた。この蘭学塾が現在の慶應義塾の始まりであって、慶應義塾という名

称は、明治元(1868)年、築地鉄砲州から芝に移転した時につけられたものである。 

蘭学を学び西洋の語学力と知識をたくわえた諭吉は、万延元(1860)年、遣米使節団の一行として咸臨

丸に乗り込み初めて渡米、以後欧州各地を歴訪し、見聞を広めた。なお、欧州諸国で見聞した内容は、

『西洋事情』でまとめられている。 

諭吉は、明治維新を挟んだ激動の時代に生きた。そのため、彼の思想には、封建制度への反発や、洋

学と数度にわたる渡欧による見聞が大きく影響している。人間が平等であること、個人と国家の独立の

大切さ、個人の独立を支える実学の必要性などを唱えた彼は、文明・社会・学問・教育・男女や家族の

あり方を論じ、『文明論之概略』『学問のすヽめ』といった多数の著作を残した。彼は当時の日本人に対

して啓蒙や教育の実践を行い、明治 34(1901)年、脳溢血により 66 歳で亡くなった。 

 

 

Great Books 56  学問のすゝめ(がくもんのすすめ) 
 

本書は 17 編で構成され、「初編」は中津の学校開校に合わせた配布物として学問の趣意を記したも

ので、「二編」以降はその内容をより具体的に述べたものである。明治 13(1880)年、合本としてまとめ

られたが、各編は順次書き継ぐ形で刊行されたため、全体は体系的な構成とはなっていない。 

諭吉は、「五編」冒頭で「学問のすゝめはもと民間の読本又は小学の教授本に供へたるものなれば・・・

勉めて俗語を用ひ文章を読み易くするを趣意と為したり」と書いた。できるだけ平易な表現で記述され

た本書は、合本の序に「日本の人口三千五百万に比例して、国民百六十名の中一名は必ず此書を読たる

者なり」と書かれているとおり大ベストセラーとなって、当時の社会に大きな影響を与えた。 

その内容は、「二編」端書に「此書の表題は学問のすゝすめと名けたれども・・・一般に人の心得と

為る可き事柄を挙て学問の大趣意を示したるものなり」とあるように、本来平等である人間が学ぶべき

学問を問い、その到達すべき目標である独立した人間のあり方、さらに独立した人間と国家のあり方な

どを、例示を挙げて具体的に述べたものである。したがって、本書は「学問」だけではなく、文明論あ

るいは社会論とも読むことができる。 

人間は生まれながらにして上下の別なく自由自在であり、学問を修め、いかに独立した人間として自

立できるかによって評価されると説く諭吉は、この「自由自在」は「我儘」を指すのではないとして、

「分限」を知ることの大切さを繰り返し述べる。彼はさらに、独立した国民があってはじめて独立した

国家が生まれると主張し、日本国は世界の中で自主独立を守らなければならないとして、独立した国民

を育成するために、算数・地理・物理・歴史・経済・法律など、実際の生活に役立つ「実学」を修める

よう説いた。なお、この「実学」の解釈については、丸山真男氏は『福沢に於ける「実学」の展開』(福

沢諭吉集 筑摩書房 1975 年刊)において、実業学としての功利精神と見るのではなく、学問と生活の結

合、学問と生活とがいかなる仕方で結びつけられるかという点に全く新しい学問観の提唱があるとして

いる。 

 
 

Key Ｗord  独立自尊 

天は人の上に人を造らず人の下に人を造らずと云へり。されば天より人を生ずるには、万人は万人皆同じ

位にして、生れながら貴賎上下の差別なく、万物の霊たる身と心との働を以て天地の間にあるよろづの物を

資り、以て衣食住の用を達し、自由自在、互いに人の妨をなさずして各安楽に此世を渡らしめ給うの趣意な

り。されども今広く此人間世界を見渡すに、かしこき人あり、おろかなる人あり、貧しきもあり、富めるも

あり、貴人もあり、下人もありて、其有様雲と泥との相違あるに似たるは何ぞや。其次第甚だ明なり。実語
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教に、人学ばざれば智なし、智なき者は愚人なりとあり。されば賢人と愚人との別は学ぶと学ばざるとに由

て出来るものなり。 
学問をするには分限を知る事肝要なり。人の天然生まれ附は、繋がれず縛られず、一人前の男は男、一人

前の女は女にて、自由自在なる者なれども、唯自由自在とのみ唱へて分限を知らざれば我儘放蕩に陥ること

多し。即ち其分限とは、天の道理に基き人の情に従い、他人の妨を為さずして我一身の自由を達することな

り。 
 

※『福沢全集第３巻 国民図書 １９２６年刊』収録の「学問のすゝめ 初編」を底本とし、旧漢字を新漢

字に改めた。 
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